
〈
新
刊
紹
介
〉

後
藤
隆
徳
著

『
こ
と
ば
と
人
権
」

仙

j皮

H
H川

引

F

光

一
九
九
:a
午
後
半
、
角
川
書
官
発
行
の
高
等
学
校
国
語
教
科
書
に
て
ん

か
ん
患
者
に
対
す
る
差
別
的
表
現
が
あ
る
と
の
指
摘
に
端
を
発
し
た
事
件

は
、
筒
井
康
隆
氏
の
断
筆
宣
言
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ

し
た
。
思
え
ば
、
こ
の
二

O
年
程
、
差
別
表
現
に
関
わ
る
問
題
が
何
度
か

マ
ス
コ
ミ
に
浮
上
・
沈
静
化
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
差
別
表
現
と
、
教
育

の
場
で
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
教
師
が
、
一
冊
の
本
を
ま
と
め
た
。

こ
の
本
に
は
、
ま
え
が
き
も
あ
と
が
き
も
な
い
が
、
扉
に
は
「
言
葉
に

対
し
て
鋭
い
感
覚
を
」
と
あ
り
、
学
会
事
務
局
が
い
た
だ
い
た
わ
手
紙
に

は
、
「
資
料
集
と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
」
と
書
か
れ
で
あ
っ
た
。

A

5
版
本
文
二
-
一
二
ペ
ー
ジ
の
中
に
は
、
一
九
七
一
年
七
月
か
ら
一
九
九
三

年
四
月
ま
で
の
、
朝
日
新
聞
と
徳
島
新
聞
の
記
事
や
投
書
の
引
用
む
よ
び

言
及
、
閃
版
八
点
、
フ
ジ
一
-
一
太
郎
六
点
、
合
わ
せ
て
ざ
っ
と
一
六

O
件
余

と
、
高
等
学
校
国
語
教
科
書
に
収
め
ら
れ
た
文
章
一
九
点
、
子
守
唄
な
ど

の
歌
詞
九
点
、
そ
の
他
八
件
が
採
録
さ
れ
、
著
者
自
身
の
撮
影
と
思
わ
れ

る
写
真
一
二
葉
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
資
料
の
う
ち
五

O
点
は
九
二

年
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
著
者
が
こ
れ
ま
で
人
権
問

題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者

は
切
り
抜
き
を
整
理
し
利
用
す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
か
を
実
感
し
て
い

る
。
そ
れ
を
思
う
に
つ
け
、
こ
の
本
の
貴
重
さ
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
紙
幅
の
許
す
範
囲
で
こ
の
本
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
。
全
体

は
テ

l
マ
別
に
一
九
の
章
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぽ
前
半
が
言
葉
に
関

す
る
話
題
、
後
半
が
広
く
人
権
問
題
に
関
す
る
話
題
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

〈
一
日
本
人
と
言
葉
〉
に
・
お
い
て
、
著
者
は
「
言
語
と
思
考
・
言
霊

信
仰
・
言
霊
思
想
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
・
お
く
こ
と
が
、
言
葉
を
と

・
お
し
て
人
権
を
考
え
る
基
盤
と
な
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

〈
二
言
葉
の
変
遷
〉
で
は
、
「
ト
ル
コ
風
呂
、
外
人
、
父
兄
」
の
三

語
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
ソ

l
ブ
ラ
ン
ド
、
外
国
人
、
保
護
者
」

へ
と
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
概
観
し
て
い
る
。

〈
二
一
辞
書
・
辞
典
の
問
題
点
〉
〈
四
差
別
用
語
と
言
い
換
え
〉
〈

五
心
身
障
害
者
に
関
す
る
用
語
〉
〈
六
女
性
に
関
す
る
用
語
〉
〈
七

職
業
に
関
す
る
用
語
〉
に
お
い
て
は
、
差
別
語
や
不
適
切
な
用
語
が
姐

上
に
の
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
用
語
の
中
に
は
、
「
小

使
(
さ
ん
)
」
の
よ
う
に
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
筆
者
自
身
親
し
み
を
感
じ

こ
そ
す
れ
、
軽
蔑
の
気
持
ち
を
も
っ
て
使
っ
た
こ
と
の
な
い
言
葉
も
あ
り
、

戸
惑
い
を
覚
え
で
し
ま
う
。
し
か
し
、
帯
に
書
か
れ
た
「
何
気
な
く
使
っ

た
言
葉
が
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
人
を
苦
し
め
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
」

と
い
う
一
言
葉
や
、
例
え
ば
ハ
ヤ
カ
ワ
の
「
思
考
と
行
動
に
お
け
る
言
語
」

に
「
筆
者
の
知
人
の
、
あ
る
年
配
の
日
本
婦
人
は

4
昌
三
と
い
う
語
が
使

わ
れ
る
度
に
気
に
病
ん
だ
、
た
と
え
そ
れ
が
、
無
害
の
、
む
し
ろ
賞
め
で

使
わ
れ
た
よ
う
な
時
で
も
。
」
と
4

青
か
れ
で
あ
っ
た
の
を
思
い
合
わ
せ
る

と
き
、
後
藤
氏
、
が
収
集
し
た
数
々
の
例
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
氏
の
見
解
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を
謙
虚
か
つ
真
剣
に
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
私
は
意
識
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
著
者
は
、
四
章
で
「
言
葉
を
変
え
て
も
、
人
々
の
意
識
や
社
会
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
実
態
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
そ
の
通
り

だ
と
思
う
が
、
現
実
に
は
言
葉
が
変
わ
る
こ
と
で
人
の
意
識
が
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
み
ん
な
で
よ
り
適
切
で
温
か
い
言
葉
を
つ
く

り
出
し
た
い
。
」
(
朝
日
新
聞
社
説
)
と
い
う
意
見
に
共
感
を
示
し
、
六

章
で
は
、
「
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
平
等

意
識
に
根
ざ
し
た
、
平
等
の
立
場
で
の
言
葉
を
使
え
る
よ
う
な
社
会
の
雰

囲
気
作
り
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

〈
八
子
守
唄
考
〉
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
子
守
唄
の
歌
詞
か
ら
は

「
優
し
く
見
守
る
母
と
、
愛
情
に
包
ま
れ
た
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
千
ど
も
の

姿
」
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
日
本
の
子
守
唄
に
は
「
悲
し
き
ゃ
つ
ら
さ
」
が

多
く
歌
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

〈
九
国
名
・
地
名
な
ど
の
呼
称
〉
で
は
「
支
那
」
「
朝
鮮
」
が
、
〈

十
小
数
民
族
問
題
〉
で
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
問
題
が
中
心
。

十
一
章
は
〈
政
治
家
の
問
題
発
言
〉
と
し
て
、
中
曽
根
元
首
相
の
「
知

識
水
準
発
言
」
を
始
め
、
日
米
聞
の
問
題
と
な
っ
た
五
人
の
政
治
家
の
発

言
の
他
、
米
国
で
の
「
ジ
ャ
ッ
プ
」
に
関
す
る
記
事
な
ど
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
宮
沢
元
首
相
の
「
労
働
の
倫
理
発
言
」
は
、
本

来
ア
メ
リ
カ
の
企
業
買
収
や
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
な
ど
投
機
的
経
営
へ
の

批
判
で
あ
り
、
労
働
者
を
非
難
し
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
(
原
文
に
は
な
い
)
に
対
す
る
非
難
と
し
て

報
道
し
た
各
通
信
社
の
不
注
意
な
、
文
脈
無
視
の
翻
訳
が
原
閃
で
あ
っ
た

の
で
、
他
の
発
言
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

〈
十
二
平
和
と
戦
争
〉
以
降
は
、
人
聞
が
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め

に
考
え
る
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
十
二
章
で
は

P
K
O
問
題
に
続
け
て
、
「
戦
争
体
験
の
伝
承
」
と
い
う
項
で
、
著
者
自

身
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
写
真
を
添
え
、
広
島
・
長
崎
・
沖
縄
・
小
笠
原
に

つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
と
、
「
岸
壁
の
母
」
「
異
国
の
丘
」
の
歌
詞
、
稚
内

の
「
氷
雪
の
門
」
「
殉
職
九
人
の
乙
女
」
、
知
覧
の
特
攻
像
「
と
こ
し
え

に
」
の
各
碑
文
が
資
料
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

十
三
章
は
、
〈
ミ
ナ
マ
タ
・
コ
ウ
ガ
イ
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
〉
、
十
四

章
で
は
、
「
過
労
死
」
の
問
題
が
、
「
も
の
ぐ
さ
太
郎
」
の
生
き
方
と
対

比
さ
れ
て
い
る
。
十
五
章
は
、
〈
高
齢
化
社
会
と
姥
捨
伝
説
〉
。
十
六
章

で
は
、
「
世
間
」
「
世
間
体
」
を
『
こ
こ
ろ
」
や
、
土
居
健
郎
・
米
山
俊

直
・
森
本
哲
郎
・
丸
山
真
男
・
大
岡
信
等
を
通
し
て
考
察
。
〈
十
七

「
国
際
識
字
年
」
と
識
字
へ
の
取
り
組
み
〉
で
著
者
は
、
「
識
字
は
、
人

間
の
全
的
な
解
放
に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
す
る
。

十
八
章
に
は
、
一
九
八

O
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
の
「
朝
日
歌
壇

(
近
藤
芳
美
選
)
」
に
寄
せ
ら
れ
た
短
歌
の
中
か
ら
、
差
別
に
苦
し
ん
で

き
た
人
た
ち
の
歌
が
一
六
首
収
め
ら
れ
、
〈
十
九
同
和
問
題
学
習
試
案

〉
に
、
前
章
の
歌
を
素
材
と
し
た
授
業
、
「
名
づ
け
ら
れ
た
葉
」
と
い
う

諸
に
よ
る
授
業
、
結
婚
差
別
を
考
え
る
授
業
の
た
め
の
指
導
案
と
資
料
が

示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
に
収
め
ら
れ
た
差
別
表
現
に
対
す
る
多
く
の
意
見
の
中
に
、
作

家
の
立
場
か
ら
の
そ
れ
は
、
著
作
権
ク
リ
ア
i
が
困
難
で
あ
っ
た
の
か
、

少
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
方
面
の
意
見
も
「
資
料
集
」
に
は
欲
し
か

っ

た

。

(

せ
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